
日

修繕を行い適正な施設

概

管理を行った。
■ 計

施

画どおり   
令和　

策

５年度 本館屋上の仕上

名

げ材修繕は、本館機能

健

の新庁舎への移転を見

康

据え、ペンディングし

・

ている。
□ 遅延  

医

       
の評価

療

□ 進展なし    

基

 

■ 維持　□ 拡大

本

令和5年度から、小規

目

模修繕は包括管理委託

標

の中に含まれ、効率的

健

な管理を行っている。

康

事業区分 □ 自治事務

で

   □ 法定受託 

福

  □ その他
今後の

祉

方向性 □ 縮小　□ 

が

改善
（改善措置等）□

充

 休止　□ 終了
計画

実

対象 ■ 実施計画査定

し

対象  □ 行政改革

た

対象 
□ 廃止　　　

ま

　 

※決算額について

ち

は、端数処理により、

要

他資料の決算額と差異

施

が生じている場合もあ

策

ります。

の目的 誰もが生涯を通

No

し

. 事務事業名 活動内容

て

コスト（事業費：千円

心

）

健康とスポーツ推進

身

事業 令和　４年度 令和

と

　５年度 令和　５年度

も

令和　６年度 令和　４

に

年度 令和　５年度 令和

健

　５年度 令和　６年度

康

活動指標名 単位
実績 計

で

画 実績 計画 決算 当初予

充

算 決算 当初予算
全体事

実

業概要
①

みしま健幸体

し

育大学講座 人 420 6

た

00 515 600
多く

生

の市民がこれまで以上

活

に気軽に運動・スポー

を

ツに 参加者数
参加でき

送

るようスマートウエル

り

ネスみしまアクション

、

1,655 2,855

い

2,971 1,338

つ

プランに基づき、いつ

で

でも、どこでも、だれ

も

でも運動
②

ノルディッ

安

クウオーキン 回 5 5 5

心

5
・スポーツを愉しむ

し

ことができる場や機会

て

の創造を図 グ体験会回

医

数
る。 令和　７年度の

療

優先度

③
ウオーキング

サ

イベント開 件 1 10 1

ー

10
2 催件数 　□ Ａ

ビ

　　　 □ Ｂ　　　

ス

 □ Ｃ　　　 □ 

を

Ｄ　

みしま健幸体育大

受

学やノルディックウオ

け

ーキング講座において

る

、運動・スポーツプロ

こ

グラムの講座の実施に

と

加え
■ 計画どおり 

が

  
令和　５年度 、子

で

育て世代を対象に日常

き

の中で楽しみながら体

る

を動かすことができる

環

「アーバンスポーツ」

境

の体験等を実施し
□ 

を

遅延        

整

 
の評価 た。ウオーキ

え

ングイベントは民間企

る

業とコラボし、健康無

こ

関心層の参加の入口を

と

提供したが、目標件数

。

には達し
□ 進展なし

施

     
なかった。

策

■ 維持　□ 拡大 み

の

しま健幸体育大学では

方

、高齢者や女性の運動

向

習慣化をはかるため、

健

引き続き身近な場所で

康

できる運動の場をつ
事

づ

業区分 □ 自治事務 

く

  □ 法定受託  

り

 □ その他
今後の方

の

向性 □ 縮小　□ 改

推

善 くっていく。また、

進

スポーツ実施率の低い

新

30～40代をターゲ

型

ットにサイクリングイ

コ

ベントの実施や女性の

ロ

スポー
（改善措置等）

ナ

□ 休止　□ 終了 ツ

ウ

習慣化に向けた企画案

イ

を作成する。ウオーキ

ル

ングイベント等につい

ス

ては、民間と連携をし

感

ながら健康無関心層
計

染

画対象 □ 実施計画査

症

定対象  □ 行政改

が

革対象 
□ 廃止　　

5

　　 の人たちが運動

類

するきっかけとする場

と

を提供していく。

なったことで、各種事業を円滑に推進することが出来るようになり、アーバンスポーツ体験やサイクリングの体験会など新たな取り
■ 計画どおり   

令和　５年度 組みも行うなど、概ね計画どおりに推進することが出来たが、高齢者人口の増加などに伴い、検診受診率が低下傾向であることなどが課題となっている。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 自らの健康は自ら管理することを基本に、市民の健康維持と健康リテラシーの向上のため、各種事業を継続していく。また、保健委員会による健康づくり地区組織活動

今後の方向性 □ 拡大　　　　 のあり方を見直していくとともに、労働力の維持向上や少子化対策も念頭に、働き世代

1

や子育て中の女性をタ

頁

ーゲットとしたスポー

令

ツ・運動による健康づ

和

くりに注力し

（改善措

 

置等） □ 縮小　　　

5

　 ていく。また、健

年

康日本21（第3次計

度

画）において重要視さ

　

れている「自然と健康

　

になれる環境づくり」

事

にも取り組んでいく。

務

□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事業

健

名 活動内容 コスト（事

康

業費：千円）

三島市立

推

保健センター整備事業

進

令和　４年度 令和　５

部

年度 令和　５年度 令和

健

　６年度 令和　４年度

康

令和　５年度 令和　５

づ

年度 令和　６年度
活動

く

指標名 単位
実績 計画 実

り

績 計画 決算 当初予算 決

課

算 当初予算
全体事業概

作

要
①

「公共施設保全計

成

画」に ％ 100 100

日

0 100
保健センター

令

の建物の老朽化にとも

和

ない、保守点検を おけ

　

る保健センター分の
行

６

い順次修理する。 進捗

年

率（各年度計画分） 5

　

,196 0 0 0

②

令和

８

　７年度の優先度

③1

月

　□ Ａ　　　 □ 

　

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

１

　 □ Ｄ　

各種緊急



日

検診受診率 ％ 5.33

概

6.0 4.3 6.5
健

施

康を維持し、健康寿命

策

の延伸を図るうえで口

名

腔機能
の低下を予防す

健

ることが重要であると

康

されており、そ 令和　

・

７年度の優先度
の対策

医

も重視していく。
③3

療

　□ Ａ　　　 □ 

基

Ｂ　　　 □ Ｃ　　

本

　 □ Ｄ　

本市にお

目

いては中学生の齲歯罹

標

患率が高い傾向がある

健

が、幼児については令

康

和3年度は微増となっ

で

たものの、改
■ 計画

福

どおり   
令和　５

祉

年度 善傾向にある。
□

が

 遅延       

充

  
の評価

□ 進展な

実

し     

■ 維持

し

　□ 拡大 フッ化物塗

た

布事業について、令和

ま

4年度から新型コロナ

ち

ウイルス感染防止対策

要

を講じた上で再開して

施

おり、令和6
事業区分

策

□ 自治事務   □

の

 法定受託   □ 

目

その他
今後の方向性 □

的

 縮小　□ 改善 年度

誰

からは幼児健診と同日

も

開催に変更。今後も継

が

続して実施していく。

生

（改善措置等）□ 休

涯

止　□ 終了
計画対象

を

■ 実施計画査定対象

通

  □ 行政改革対象

し

 
□ 廃止　　　　 

て

※決算額については、

心

端数処理により、他資

身

料の決算額と差異が生

と

じている場合もありま

も

す。

に健康で充実した生活

No. 事

を

務事業名 活動内容 コス

送

ト（事業費：千円）

健

り

康づくり地区組織活動

、

事業 令和　４年度 令和

い

　５年度 令和　５年度

つ

令和　６年度 令和　４

で

年度 令和　５年度 令和

も

　５年度 令和　６年度

安

活動指標名 単位
実績 計

心

画 実績 計画 決算 当初予

し

算 決算 当初予算
全体事

て

業概要
①

町内別健康相

医

談会の実施 回 8 10 3

療

0 15
誰もが健康で生

サ

きがいと潤いのある生

ー

涯を過ごすこと 回数
が

ビ

できる地域づくり、そ

ス

して市民と協働の健康

を

づくり 2,085 2,

受

201 2,143 2,

け

065
を推進するため

る

、三島市保健委員会を

こ

中心とし、町内
②

ゲー

と

トキーパー養成者数 人

が

244 100 227 1

で

00
別健康相談会やみ

き

しま体操の普及など、

る

市民が楽しく
参加でき

環

るイベントや、自殺対

境

策を含む心と身体の健

を

令和　７年度の優先度

整

康づくりを推進する事

え

業を行う。
③4 　□ 

る

Ａ　　　 □ Ｂ　　

こ

　 □ Ｃ　　　 □

と

 Ｄ　

コロナウイルス

。

感染症が5類になった

施

ことから、町内健康相

策

談会の実施回数および

の

参加者数が増加した。

方

■ 計画どおり   

向

令和　５年度 また、ゲ

健

ートキーパー養成講座

康

は、企業や保健委員に

づ

向けてゲートキーパー

く

養成講座を実施した。

り

□ 遅延      

の

   
の評価

□ 進展

推

なし     

□ 維

進

持　□ 拡大 保健委員

新

会のあり方を検討する

型

中で活動を見直し、保

コ

健委員の資質向上のた

ロ

めの研修を増やしたり

ナ

、各町内にお
事業区分

ウ

□ 自治事務   □

イ

 法定受託   □ 

ル

その他
今後の方向性 □

ス

 縮小　■ 改善 ける

感

独自の取り組みを促し

染

ていく。また、ゲート

症

キーパー養成講座につ

が

いては、商工会議所と

5

の連携などにより
（改

類

善措置等）□ 休止　

と

□ 終了 職場のメンタ

な

ルヘルスの側面からゲ

っ

ートキーパーを養成し

た

ていく。
計画対象 □ 

こ

実施計画査定対象  

と

□ 行政改革対象 
□

で

 廃止　　　　 

、各種事業を円滑に推進することが出来るようになり、アーバンスポーツ体験やサイクリングの体験会など新たな取り
■ 計画どおり   

令和　５年度 組みも行うなど、概ね計画どおりに推進することが出来たが、高齢者人口の増加などに伴い、検診受診率が低下傾向であることなどが課題となっている。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 自らの健康は自ら管理することを基本に、市民の健康維持と健康リテラシーの向上のため、各種事業を継続していく。また、保健委員会による健康づくり地区組織活動

今後の方向性 □ 拡大　　　　 のあり方を見直していくとともに、労働力の維持向上や少子化対策も念頭に、働き世代

2

や子育て中の女性をタ

頁

ーゲットとしたスポー

令

ツ・運動による健康づ

和

くりに注力し

（改善措

 

置等） □ 縮小　　　

5

　 ていく。また、健

年

康日本21（第3次計

度

画）において重要視さ

　

れている「自然と健康

　

になれる環境づくり」

事

にも取り組んでいく。

務

□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事業

健

名 活動内容 コスト（事

康

業費：千円）

歯科口腔

推

保健推進事業 令和　４

進

年度 令和　５年度 令和

部

　５年度 令和　６年度

健

令和　４年度 令和　５

康

年度 令和　５年度 令和

づ

　６年度
活動指標名 単

く

位
実績 計画 実績 計画 決

り

算 当初予算 決算 当初予

課

算
全体事業概要

①
むし

作

歯を経験した幼児の ％

成

21.6 21.0 19

日

.2 20.0
三島市健

令

康づくり計画に基づき

和

、幼児期から高齢者ま

　

割合（５歳児）
で切れ

６

目のない歯科口腔保健

年

事業を推進する。 12

　

,717 12,670

８

11,328 12,2

月

32
幼児期のフッ化物

　

事業を継続実施するほ

１

か、高齢者の
②

歯周病



日

括支援事業を継続する

概

。 令和　７年度の優先

施

度
母子保健医療として

策

、妊産婦健康診査、新

名

生児聴覚ス
③5 クリー

健

ニング検査、乳幼児健

康

康診査などを実施する

・

。 　□ Ａ　　　 □

医

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

療

　　 □ Ｄ　

地区担

基

当保健師による未受診

本

者フォローをタイムリ

目

ーに行うことができ、

標

高い受診率を維持でき

健

た。
■ 計画どおり 

康

  
令和　５年度

□ 

で

遅延        

福

 
の評価

□ 進展なし

祉

     

■ 維持　

が

□ 拡大 引き続き、要

充

フォローケースの早期

実

受診勧奨につなげてい

し

きたい。また、令和6

た

年度よりフッ化物塗布

ま

の同日実
事業区分 □ 

ち

自治事務   □ 法

要

定受託   □ その

施

他
今後の方向性 □ 縮

策

小　□ 改善 施を行う

の

ため、対象者の利便性

目

向上が見込まれる。
（

的

改善措置等）□ 休止

誰

　□ 終了
計画対象 □

も

 実施計画査定対象 

が

 □ 行政改革対象 

生

□ 廃止　　　　 

※

涯

決算額については、端

を

数処理により、他資料

通

の決算額と差異が生じ

し

ている場合もあります

て

。

心身ともに健康で充実

No. 事務

し

事業名 活動内容 コスト

た

（事業費：千円）

市単

生

独事業費補助金 令和　

活

４年度 令和　５年度 令

を

和　５年度 令和　６年

送

度 令和　４年度 令和　

り

５年度 令和　５年度 令

、

和　６年度
活動指標名

い

単位
実績 計画 実績 計画

つ

決算 当初予算 決算 当初

で

予算
全体事業概要

①
補

も

助を受け不妊・不育症

安

人 130 180 122

心

140
不妊・不育に悩

し

む夫婦の経済的負担の

て

軽減を図るため 治療を

医

受けた人の人数（
治療

療

費の一部を助成する。

サ

各年度） 19,836

ー

20,450 16,5

ビ

86 19,450
里帰

ス

り等で指定外医療機関

を

での妊産婦健康診査及

受

び新
②生児聴覚スクリ

け

ーニング検査受診者に

る

対して、費用の
一部を

こ

助成する。 令和　７年

と

度の優先度

③6 　□ 

が

Ａ　　　 □ Ｂ　　

で

　 □ Ｃ　　　 □

き

 Ｄ　

令和4年度から

る

保険適用が拡大された

環

ことにより申請件数及

境

び申請額は減少したが

を

、不妊治療全体に占め

整

る特定
■ 計画どおり

え

   
令和　５年度 不

る

妊治療者の割合は昨年

こ

度と比較し増加、妊娠

と

率は4割を超えている

。

。
□ 遅延     

施

    
の評価

□ 進

策

展なし     

■ 

の

維持　□ 拡大 保険適

方

用対象外や先進医療等

向

を実施した場合は、依

健

然として経済的負担が

康

大きい。経済的負担で

づ

妊娠を諦めるこ
事業区

く

分 □ 自治事務   

り

□ 法定受託   □

の

 その他
今後の方向性

推

□ 縮小　□ 改善 と

進

がないよう、引き続き

新

実施していく。
（改善

型

措置等）□ 休止　□

コ

 終了
計画対象 ■ 実

ロ

施計画査定対象  □

ナ

 行政改革対象 
□ 

ウ

廃止　　　　 

イルス感染症が5類となったことで、各種事業を円滑に推進することが出来るようになり、アーバンスポーツ体験やサイクリングの体験会など新たな取り
■ 計画どおり   

令和　５年度 組みも行うなど、概ね計画どおりに推進することが出来たが、高齢者人口の増加などに伴い、検診受診率が低下傾向であることなどが課題となっている。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 自らの健康は自ら管理することを基本に、市民の健康維持と健康リテラシーの向上のため、各種事業を継続していく。また、保健委員会による健康づくり地区組織活動

今後の方向性 □ 拡大　　　　 のあり方を見直していくとともに、労働力の維持向上や少子化対策も念頭に、働き世代

3

や子育て中の女性をタ

頁

ーゲットとしたスポー

令

ツ・運動による健康づ

和

くりに注力し

（改善措

 

置等） □ 縮小　　　

5

　 ていく。また、健

年

康日本21（第3次計

度

画）において重要視さ

　

れている「自然と健康

　

になれる環境づくり」

事

にも取り組んでいく。

務

□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事業

健

名 活動内容 コスト（事

康

業費：千円）

母子保健

推

事業 令和　４年度 令和

進

　５年度 令和　５年度

部

令和　６年度 令和　４

健

年度 令和　５年度 令和

康

　５年度 令和　６年度

づ

活動指標名 単位
実績 計

く

画 実績 計画 決算 当初予

り

算 決算 当初予算
全体事

課

業概要
①

１歳６か月児

作

健康診査受 ％ 98.8

成

98.8 98.7 98

日

.8
妊婦相談の充実や

令

新生児の全戸訪問及び

和

関係各課・地 診率
域と

　

の連携により子育て支

６

援に取り組む。 75,

年

427 90,045 8

　

0,601 79,00

８

2
こども家庭センター

月

（旧子育て世代包括支

　

援センター
②）を拠点

１

として、妊娠・出産包



日

3.0 26 23.0 2

概

6
治療に繋げるべく受

施

診勧奨に努め、精密検

策

査受診率向 保健・健康

名

増進事業報告
上を図る

健

。 ） 令和　７年度の優

康

先度

③7 　□ Ａ　　

・

　 □ Ｂ　　　 □

医

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

療

がん検診を受けること

基

が特に推奨されている

本

40～69歳は前年度

目

と比較して受診率が向

標

上しているが、70歳

健

以降は
□ 計画どおり

康

   
令和　５年度 前

で

年度と比較して受診率

福

が低下している。
■ 

祉

遅延        

が

 
の評価 高齢者人口の

充

増加に伴い、検診受診

実

率が低下傾向であると

し

考えられる。
□ 進展

た

なし     

□ 維

ま

持　■ 拡大 特に受診

ち

が推奨される年齢に対

要

する検診受診勧奨キャ

施

ンペーンなどの実施に

策

より、受診率向上につ

の

なげる。
事業区分 □ 

目

自治事務   □ 法

的

定受託   □ その

誰

他
今後の方向性 □ 縮

も

小　□ 改善
（改善措

が

置等）□ 休止　□ 

生

終了
計画対象 □ 実施

涯

計画査定対象  □ 

を

行政改革対象 
□ 廃

通

止　　　　 

※決算額

し

については、端数処理

て

により、他資料の決算

心

額と差異が生じている

身

場合もあります。

ともに健康で充実した生

No. 事務事業名

活

活動内容 コスト（事業

を

費：千円）

食育推進事

送

業 令和　４年度 令和　

り

５年度 令和　５年度 令

、

和　６年度 令和　４年

い

度 令和　５年度 令和　

つ

５年度 令和　６年度
活

で

動指標名 単位
実績 計画

も

実績 計画 決算 当初予算

安

決算 当初予算
全体事業

心

概要
①

食育に関心のあ

し

る人の割 ％ 72.6 7

て

6.3 76.9 77.

医

5
三島市健康づくり計

療

画に基づき、「健やか

サ

な体を保つ 合（市民意

ー

識調査）
食生活の実践

ビ

」「豊かな“こころ”

ス

と“つながり”を 2,

を

642 3,201 2,

受

823 3,748
育む

け

食文化づくり」「三島

る

らしい食文化の醸成」

こ

を施
②策方針に食育事

と

業を推進する。

令和　

が

７年度の優先度

③8 　

で

□ Ａ　　　 □ Ｂ

き

　　　 □ Ｃ　　　

る

 □ Ｄ　

幼稚園や小

環

学校において、本物の

境

だしを味わう味覚教室

を

や、料理教室、栄養の

整

話など食育講話を実施

え

した。また
■ 計画ど

る

おり   
令和　５年

こ

度 、離乳食講習会にお

と

いては、新型コロナウ

。

イルス感染症が5類と

施

なったため、離乳食サ

策

ンプル試食・グループ

の

ワ
□ 遅延     

方

    
の評価 ークに

向

よる交流機会の提供な

健

どを行った。
□ 進展

康

なし     

■ 維

づ

持　□ 拡大 味覚教室

く

、料理教室、栄養の話

り

などを通じた食育の推

の

進や、食育アプリ（ス

推

ケッチクック）を利用

進

したデジタル
事業区分

新

□ 自治事務   □

型

 法定受託   □ 

コ

その他
今後の方向性 □

ロ

 縮小　□ 改善 食育

ナ

の推進を継続する。ま

ウ

た、自然と健康になれ

イ

る環境づくりとして健

ル

幸づくりアプリ「KE

ス

NPOS」を活用した

感

新
（改善措置等）□ 

染

休止　□ 終了 規事業

症

を立ち上げるほか、若

が

年層の食育意識向上の

5

ため、家庭、地域、学

類

校などが一体となった

と

事業を再開して
計画対

な

象 □ 実施計画査定対

っ

象  □ 行政改革対

た

象 
□ 廃止　　　　

こ

 いく。

とで、各種事業を円滑に推進することが出来るようになり、アーバンスポーツ体験やサイクリングの体験会など新たな取り
■ 計画どおり   

令和　５年度 組みも行うなど、概ね計画どおりに推進することが出来たが、高齢者人口の増加などに伴い、検診受診率が低下傾向であることなどが課題となっている。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 自らの健康は自ら管理することを基本に、市民の健康維持と健康リテラシーの向上のため、各種事業を継続していく。また、保健委員会による健康づくり地区組織活動

今後の方向性 □ 拡大　　　　 のあり方を見直していくとともに、労働力の維持向上や少子化対策も念頭に、働き世代

4

や子育て中の女性をタ

頁

ーゲットとしたスポー

令

ツ・運動による健康づ

和

くりに注力し

（改善措

 

置等） □ 縮小　　　

5

　 ていく。また、健

年

康日本21（第3次計

度

画）において重要視さ

　

れている「自然と健康

　

になれる環境づくり」

事

にも取り組んでいく。

務

□ 改善　　　　 

事業評価表（個票） 課名

No. 事務事業

健

名 活動内容 コスト（事

康

業費：千円）

健康診査

推

事業 令和　４年度 令和

進

　５年度 令和　５年度

部

令和　６年度 令和　４

健

年度 令和　５年度 令和

康

　５年度 令和　６年度

づ

活動指標名 単位
実績 計

く

画 実績 計画 決算 当初予

り

算 決算 当初予算
全体事

課

業概要
①

大腸がん検診

作

受診率 ％ 15.2 16

成

15.1 16
市民が自

日

らの健康状態を自覚し

令

、健康の保持・増進に

和

向け、各種がん検診を

　

実施する。また、がん

６

検診で要 372,32

年

0 395,141 37

　

9,528 390,9

８

28
精密検査となった

月

方については、がん早

　

期発見、早期
②

乳がん

１

検診受診率（地域 ％ 2


